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1. 設計の背景と目的
　私が幼少期から住んでいる近江八幡市は，近隣に大阪や名
古屋など企業等が多い大都市があるため，就職や結婚を機に
多くの若者が市外へと出てしまう。さらに，日本各地で懸念
されているのと同じように今後生産人口が減少すると見込ま
れており，このままでは少子高齢化が進むのと共に一般財源
は減少するであろうと財政計画でも示されている。また，観
光地として滋賀県内では多くの人が訪れる近江八幡市だが，
訪れる客層や場所は偏っており宿泊する観光客も少ない。
　そこで若者に，都会では味わうことのできない，地域の人
との関わりが多い暮らしや八幡堀等の自然が身近にある生活
を送ることが出来るようにすることで，近江八幡市の魅力が
伝わることを目指す。また，コワーキングスペースやシェア
オフィスを設けて，勉強や仕事を通して近江八幡市と関わる
ことで，U ターンだけではなく I ターン等も活発になるよう
提案する。
2. 近江八幡市について
2-1 歴史
　戦国期に豊臣秀次は城下町を開き，琵琶湖につながる八幡
掘を設けてその南に町家を区分した。町家の構成は合理的に
できており，通りごとに職人町・商人町・仲介商人町・など
を碁盤目状に整えた。またこれらの町家等 13.1ヘクタールは，
平成 3 年 4 月 30 日に滋賀県内で初の国の重要伝統的建築物
保存地区の選定を受けた。
2-2 現状
(1) 若者が多い　年少人口割合が 14.6% で全国 2 位（平成 26
年人口推計年報 / 総務省），人口千人あたりの出生率が 9.1 人
で全国 2 位（平成 26 年人口動態調査 / 厚生労働省）。
(2) 人口減少　年少人口が減少傾向にあり，平成 47 年には現
在の約 6 割程度になると見込まれている（平成 20 年日本の
市区町村別将来推計人口 / 人口問題研究所）。
(3) 学生の県外流出　滋賀県の大学生の県内就職率は全国最
下位で，大学生の 94% が県外へ就職している（平成 26 年大
学生の地域間移動に関するレポート / 就職みらい研究所）。
(4) 滋賀県 No.1 の観光地　平成 28 年の観光入込客数ランキ
ングで 1 位に近江八幡市の「ラ・コリーナ」，30 位以内に日
牟禮八幡宮や八幡堀がランクインしている。
(5) 宿泊客数の低迷　平成に入り，様々な要因から観光客数
は順調に伸びたものの，宿泊客数は 300 万人前後と低迷し続
けている（平成 28 年滋賀県観光入込客統計調査書）。
2-3 課題
　若者をターゲットに U ターンや I ターンを促して年少人口
の減少を阻止し，観光地としても，宿泊客を中心に観光客数
が伸びるよう魅力を発信していかなければならない。
3. 計画地
　滋賀県近江八幡市の日群八幡宮とラ・コリーナの間に位置
する住宅地を計画地とする。人気観光地の間を計画地にする
ことによって人の流れを獲得し，新たな観光スポットとなり
得るのではないかと考えた。また，八幡堀を活用してより近
江八幡らしい魅力が伝わる計画を行った。
4. 設計コンセプト
　課題である「U ターン・I ターンを促す」というのを念頭に，
帰りたい・住んでみたいと思ってもらえるようなまちの計画
を以下の 4 点に着目して行った。
(1) 若者が魅力を感じることが出来る
 都会では味わうことのできない，自然や人と関わりの多
い暮らしをシェアハウスやコワーキングスペース，八幡
堀のある生活を通して感じてもらう。
(2) 新たな時代に対応した働き方
 若者の市外への流出を阻止すべくリモートワークという
働き方を提案し，都会にいなくても充実した仕事が出来
るという，今後普及していくのではないかと考えられる
スタイルを取り入れる。
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(3) 近江八幡の歴史を継承
 碁盤目状のまちづくりを継承し敷地をグリッド化するの
に加え，昔のように八幡堀を活用出来るよう船着き場を
設けて，昔ながらの近江八幡の景観を保つ。
(4) より多くの観光客を誘致
 外観の屋根形状や色を統一し特徴的にすることで新たな観
光スポットとなり，より多くの観光客に長く滞在してもらう。
参考文献
 ・近江八幡－未来をみすえた先進の城下町－
 http://www.koutaro.name/machi/hachiman.htm 
 ・ 滋賀ぐらし
 http://www.pref.shiga.lg.jp/b/shichoson/iju/top.html
 ・ 近江八幡観光物産協会 近江八幡を「見る・知る・学ぶ」
 https://www.omi8.com/ 
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